


 

長久保古墳群は、榛東村新井に所在し、村内を流れる八幡川右岸の相馬山を発生源と

する火砕流堆積物(陣場火砕流堆積物)によって形成された舌
ぜつ

状
じょう

丘
きゅう

上に位置します(久

保ほか 2011)。本古墳群は、舌状丘の東側丘頂部から南側斜面にかけての標高 190～

210mの範囲に築造された、前方後円墳２基、円墳20基の計22基の古墳で構成されてい

ます(図２)。 

これらの古墳に採用される埋葬施設は、すべて横穴式石室です。そのうち、石室平面

形態に基づいて両袖石室 15 基、無袖石室２基、不明３基に分類することができます。

また、石室の構築には、一部に山石が見られるものの大部分に河原石を使用し、それら

を加工せず自然のまま積み上げた自然石乱石積みです。 

出土品については、14・27b・33・36 号墳から埴輪が出土したほか、須恵器や土師

器、鉄刀や鉄鏃などの武器類、馬具、耳環や玉などの装身具があります(表１)。(福田) 

 

長久保古墳群の発掘調査は、住宅団地を造成する計画に伴い、昭和 51 年 12 月から昭

和 53 年５月まで実施されました。この地域には古墳群が存在し、昭和 49 年の群馬県教

育委員会による分布調査では、総数 42 基の古墳が想定されました。造成計画に基づ

き、古墳の現状保存を基本とし、やむを得ない場合のみ記録保存を行う方針が立てられ

ました。大和ハウス工業株式会社は日本窯業史研究所に調査を委託し、群馬県教育委員

会の指導の下で調査を実施しました。この結果、当初想定された 42 基の古墳のうち、

22 基が確認されました。（趙） 

 

群馬県北群馬郡榛東村は、

群馬県のおおよそ中央部、村

の名前からもわかるように榛

名山の東麓に位置しており、

東南東の方向に傾斜していま

す。榛名山東麓に位置すると

いう特質上、火山の影響を受

けた地形が村内には数多く存

在しています。長久保古墳群

は、この榛東村の東部に立地

しており、その周辺には高塚

古墳などが位置しています。 

（井田） 

榛東村の位置と周辺の環境 

分布・概要 

調査経過 

図 1  榛東村および長久保古墳群の位置（『榛東村誌』より出典） 
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長久保３号墳 
 
長久保３号墳は、古墳群の最東端に立地する直径

16m の円墳であり、現在でも現地で保存されていま

す。本古墳は、第２次世界大戦中に旧陸軍により燃
ねん

料
りょう

貯
ちょ

蔵
ぞう

壕
ごう

が 掘られたものの、開墾されなかったた

め墳丘の残りは比較良好でした(写真１)。墳丘裾に

は葺
ふき

石
いし

 確認されています 、燃料貯蔵壕にするた

めに一部の葺石 除去された可能性 あります。ま

た発掘調査で周
しゅう

溝
こう

は確認されませんでした。 

埋葬施設は、南向きに開口する両
りょう

袖
そで

石
せき

室
しつ

がです。

平面形態は長方形であり、石室石材は河原石を主体

とする自然
しぜん

石
せき

乱
らん

石
せき

積
づ

みです。 

出土遺物は、玄室
げんしつ

が から須恵器
す え き

が、土師器片
は じ き へ ん

が、 

釘、火を受けた骨片 出土したほか、閉塞
へいそく

石
せき

の下か

ら性格不明の比較的新しい 製品２点や、木棺の

装飾
そうしょく

金具
かなぐ

 出土しています。(飯塚) 

写真２がが長久保 14 号墳横穴式石室 

長久保 14 号墳 
 
長久保 14 号墳は丘陵の最高所に立地する直径 25m

の円墳です。現在は墳丘の東および南側は開墾によ

り削平されています。また葺石は確認できず、周溝

に関しても痕跡は認められません。 

埋葬施設は南側に開口する横穴式石室となってい

ます。平面形に関しては石室の奥壁、掘り方等によ

り推定算出した中軸線を延長すると、墓道の西側に

到達するため両袖ではないと考えられ、残存する壁

と石室の掘削方法から全長約6.5mの不整長方形の石

室と考えられます。また石材は主に河原石を使用し

ている 、積み方に関しては不明です。 

遺物に関しては、表土中より多数の円筒、形象埴

輪片 出土しており埴輪 樹立していたと考えられ

ます。石室 埋土より少量の 片、金
こん

銅
どう

製品の破片

を出土するのみであり、石室掘方の奥壁中央から西寄

りの盛土中より 刀 １点出土しています。(田中) 

 

 

写真１がが長久保 3 号墳前庭部
ぜんていぶ
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長久保 21 号墳 
 
長久保21号墳は、長久保14号墳など 立地する

丘陵から分岐し南に派生した高まりに築造された

直径約 13ｍの円墳で墳丘には葺石 確認され、現

在でも現地で保存されています。 

埋葬施設は、南側に開口する横穴式石室です。

石室は全長約８ｍで両袖石室を採用しており、平

面形態は長方形を呈しています。石室石材の大部

分は河原石 使用されており、自然石乱石積みと

なっています。 

出土遺物は、玄室 から少量の 製品、土師

器・須恵器片、人骨片 出土しているほか、前庭

部からは土師器坏・高坏、須恵器𤭯、 刀１点な

ど 出土しています。(井田) 

 

長久保 25 号墳 
 

写真５がが須恵器提瓶出土状況 

写真４がが長久保 25 号墳横穴式石室 

写真３がが長久保 21 号墳前庭部 

７ 

長久保 25 号墳は、北東から延びる舌状丘南端の

標高約 225m に立地する直径 10m の円墳です。本古

墳は、すでに調査時には削平や盗掘を受けてお

り、葺石や周溝の有無については確認されていま

せん。現在は、墳丘の一部と石室を構築していた

と考えられる石材 確認できます。 

埋葬施設は、南側に開口する横穴式石室です(写

真４)。石室形態は、古墳群 で本古墳と長久保

10 号墳でのみ確認できる無袖石室を採用していま

す。玄室平面形は、中央部 膨らむ胴張りです。

石室は、主に河原石を使用し、自然石乱石積みで

構築されています。 

出土遺物は、石室閉塞石付近から須恵器提
てい

瓶
へい

が１

点(写真５)や 鏃 出土したほか、閉塞部付近の

覆土中から耳
じ

環
かん

が１点、 刀片、 鏃片 出土して

います。(福田) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

長久保 31 号墳 

長久保 31 号墳は、同じく前方後円墳である長久

保 36 号墳の東、古墳群の中心部に位置します。墳

丘長は、52.5m と本古墳群の中で最大規模を誇る前

方後円墳です。 

墳丘は、葺石を巡らせた上段丘と自然地形に盛土

をした下段丘から構成されています。北西から北側

にかけて周溝 巡り、東から南東部にかけては斜面

を一部掘削し、墳丘と周囲区画 設けられていま

す。また、墳丘は現在でも現地で保存されています。 

埋葬施設は、南東側に開口する全長約７ｍを測る両

袖の横穴式石室を採用します。石室は、主に河原石を

使用した自然石乱石積みで、壁面を天井部に向かうほ

ど 側に傾斜させて構築する持
もち

送
おくり

式
しき

架
か

構
こう

の特徴 み

られます。また、前庭部はハの字状に開きます。 

石室 からは、 刀や 鏃などの武器、金具類、

耳環の他、少量の人骨 出土しました。また、前庭

部からは、土師器や須恵器有
ゆう

蓋
 い

高
たか

坏
つき

・提
てい

瓶
へい

 出土し

ており、葬送儀礼の際に使用されたのではないかと

考えられます。(小林・福田) 

 
長久保 33 号墳 

長久保 33 号墳は、前方後円墳である長久保 31 号

墳東側斜面の標高約280mに築造された直径約９mの

円墳です。葺石については、羨門付近で確認されま

した。現在は、墳丘の一部を見ること できます。 

埋葬施設は、南側に開口する全長 4.41m の両袖石

室を採用した横穴式石室です(写真７)。石室は、主

に河原石を使用した自然石乱石積みで構築されてい

ます。また、本古墳では、石室入口部から羨道にか

けて石室を塞いだ石材(閉塞石) 良好な残存状況で

あったほか、羨門手前には地山を堀くぼめた墓道 

確認されています。 

出土遺物については、玄室 で耳環２点や人骨、

羨道入口付近で 鏃２点、墳丘南側から墓道にかけ

て少量の須恵器・土師器 確認されています。 

(福田) 

 

写真６がが長久保 31 号墳前庭部 

写真７がが長久保 33 号墳横穴式石室全景 
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長久保 36 号墳 

 

写真８がが長久保 36 号墳円筒埴輪列 

長久保 36 号墳は、長久保 10 号墳の東に位置する

墳丘長約 38ｍの前方後円墳です。墳丘には葺石 確

認され、現在でも現地で保存されています。墳丘は

盛土を盛り、葺石を葺いた上段と自然地形に若干の

盛土を行った下段に分かれています。 

埋葬施設については、調査区 からは発見するこ

と できていないことから形態や規模については不

明です。 

出土遺物は須恵器甕と埴輪 出土しています。特

に埴輪については、墳丘上において円筒埴輪列 確

認されているの 特徴です。また、墳頂部からは少

量の形象埴輪片 出土しています 、詳細は明らか

ではありません。(井田) 
 

長久保 39 号墳は長久保 38 号墳の東約９m に位置

する円墳で、径約９m です。周溝は西から北にかけ

て、墳丘には河原石と少量の山石を用いた茸石 葺

かれています。 

埋葬施設は南に向かって開口する横穴式石室です

 (写真９)、石室は破崩しており、床面と羨道の基

底 残存するのみです。石室は長さ約 520cm、奥幅

300cm、入口 約 185cm の掘り方 に構築されてい

ます。羨道は長さ約200cm、幅約70cmです。羨道入

口の前方には「八」字型の墓道 約１m 確認されま

した。 

出土遺物は、石室の南壁側と前庭部から須恵器の

甕破片、少量の土師器の坏破片 出土しました。 

(趙) 

長久保 39 号墳 

写真９がが長久保 39 号墳横穴式石室 
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長久保 31 号墳の横穴式石室 

墳丘長 52ｍと古墳群内で最大規模をほこる 31 号墳の後円部からは、両袖の横

穴式石室が天井石まで残る良好な状況で検出されました(第３図)。玄室は長さ

4.0ｍ、幅 2.5ｍ、高さ 2.5ｍをはかり、羨道側が少しすぼまる長方形をしていま

す。玄室と羨道の天井高さはほとんど同じですが、玄室と羨道の境から 1.1ｍ外

の天井からは 0.7ｍ前後の板石(まぐさ石)が下に向けて突出していました。羨道

長は3.7ｍです。同じ位置の床面にも0.5ｍの段差があり、外側が高くなっていま

す。このような羨道天井の突出は、高崎市の八
や

幡
わた

観
かん

音
のん

塚
づか

古古墳(前方後円墳：97

ｍ)・金
かね

古
こ

愛
あ

宕
たご

山
やま

古古墳(前方後円墳？)、前橋市総
そう

社
じゃ

二
ふた

子
ご

山
やま

古古墳(前方後円墳：90

ｍ)にもみられる特徴です。一方、長久保古墳群に近い高
たか

塚
つか

古古墳(前方後円墳：60

ｍ)の横穴式石室にはみられません。高塚古墳は築造後に榛
はる

名
な

二
ふた

ツ
つ

岳
だけ

伊
い

香
か

保
ほ

古フ 

ラ（Hr-FP)が堆積しており、６世紀前半に築造されたとみられるのに対し、八幡

観音塚古墳や総社二子山古墳は副葬品等から６世紀末ごろの築造となります。と

くに総社二子山古墳前方部横穴式石室と31号墳の類似性は強く、八幡川水系に位

置する両者の間には密接な関係があったと考えられます。(寺前) 

 

長久保 31号墳出土の須恵器有蓋高坏 
長久保 31号墳の前庭部から出土した須恵器有

ゆう

蓋
がい

高
たか

坏
つき

は、長脚２段２方透かしで

口径 12.8㎝、脚部径 14.4㎝、器高 15.2㎝と推定されます。脚部に穿たれた透か

しは長方形で、２条の沈線で区画され下段の透かしの下位には１条の凹線が巡り

ます。脚端部は外へ開く形状で、この形態的特徴は群馬県内で生産された須恵器

高坏に多く認められます。なお、群馬県内から出土する須恵器高坏は無
む

蓋
がい

高坏が

多い傾向にあり、有蓋高坏の出土は非常に少ない点が地域的な特徴です。 

この有蓋高坏の生産地は特定できませんが、胎土や形態の特徴から群馬県内で

生産されたものと考えられます。また、この須恵器の時期は、長脚２段２方透か

しである点や形態的特徴から、６世紀末から７世紀初頭頃(陶
すえ

邑
むら

TK209 型式期並

行)と考えられます。この有蓋高坏が 31号墳の初葬に伴うものとすれば、31号墳

はこの地域において最後の前方後円墳であったと考えられます。 

また、①31 号墳では土器が横穴式石室内ではなく前庭部から出土しているこ

と、②群馬県内では出土事例が少ない有蓋高坏が出土していること、③有蓋高坏

は複数個体ではなく１点のみの出土であることなどは注目されます。これは、31

号墳で執り行われた葬送儀礼を考えるうえで、非常に重要な意味をもつと考えら

れます。(藤野) 
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図３ 長久保 31号墳石室平面図・立面図、長久保 31号墳出土須恵器高坏 
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長久保古墳群では、14・27ｂ・

33・36 号墳から埴輪が出土してお

り、特に 14 号墳と 36 号墳からは

多くの埴輪が出土しており、14号墳で

は、盾
たて

形
がた

や 靫
ゆぎ

形
がた

やの器財埴輪のほ

か、家形埴輪が出土しています。

盾形埴輪は、欠損している部分が

多いものの左右対称の鋸
きょ

歯
し

文を確

認できます。家形埴輪については

いずれも破片であり、全体像が復

元できる個体はありません。36

号墳では、数多くの円筒埴輪が出

土しています。基部から口縁部ま

でを復元できる個体もあり、３条

の突帯と円形の透かし孔
あな

が施され

ています。円筒埴輪の外面調整は

ほとんどがタテハケですが、一部

の個体では二次調整としてヨコハ

ケが施されています。（井田） 
 

埴
は に

輪
わ

 

写真 10  長久保 14号墳出土靫形埴輪 

写真 12  長久保 14号墳出土盾形埴輪 
写真 11  長久保 36 号墳出土円筒埴輪 
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須
す

恵
え

器
き

 

写真 14  長久保 21号墳出土𤭯 

写真 13  長久保 21号墳出土高坏 

13 

須恵器とは、今から約 1600

年前の４世紀末から５世紀初頭

頃に朝鮮半島からもたらされた

技術を用い、日本列島で生産さ

れた陶質の土器です。それ以

降、須恵器は土
は

師
じ

器
き

とともに古

墳 集落などで用いられていま

した。長久保古墳群でも、K-

1・３・４・21・22・25・27b・

31・34・36・39 号墳から須恵

器の出土が確認されています。

本古墳群で出土する須恵器は、

横穴式石室内ではなく前庭部か

らの出土がほとんどであり、須

恵器が横穴式石室内から出土し

た高崎市綿貫観音山古墳 同市

八幡観音塚古墳とは異なった様

相が確認できます。加えて、本

古墳群から出土した須恵器の器

種は、甕 瓶
へい

類
るい

などの液体貯蔵

具が多く、その中でも大甕 甕

が特に多いという特徴もありま

す。また、本古墳群から出土し 

た須恵器は、形態

 器種の構成から

６世紀後半から 7世

紀に製作されたも

のが中心であると

考えられます。 

本古墳群から出

土した須恵器のな

かでも、21 号墳出

土の無
む

蓋
がい

高
たか

坏
つき

 提
てい

瓶
へい

・平
へい

瓶
へい

・ 𤭯
はそう

、25

号墳出土の提瓶、

31号墳出土の有
ゆう

蓋
がい

 

高
たか

坏
つき

が注目できます。21 号墳から出土し

た須恵器は、本古墳群のなかで最も多様

な器種が出土しており、古墳から出土す

る須恵器の器種構成を示します。また、

墳丘全長 52m の前方後円墳である 31 号墳

から出土した有蓋高坏は、脚部に２段の

長方形透かしが２方向に施されており、

その特徴 形態から６世紀末から７世紀

初頭頃のものと考えられます。31 号墳か

らは他にも平
へい

瓶
へい

 𤭯
はそう

といった様々な器種

の須恵器が出土しており、古墳に埋葬さ

れた人物に対して何らかの儀礼が行われ

たのではないかと考えられます。 

これらの須恵器は、群馬県内で生産さ

れたもののほか、愛知県名古屋市を中心

に展開する猿
さ

投
なげ

窯跡群 、静岡県湖西市

に位置する湖
こ

西
さい

窯跡群といった他地域で

生産された製品も確認できます。           

 (飯塚・福田) 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

長久保古墳群では K-1号墳から馬具の轡
くつわ

が出

土しています。轡は馬の口にかます銜
はみ

と銜の先

に取り付ける引
ひき

手
て

、銜の脱落を防ぎ面
おも

繫
がい

に連結

する鏡
かがみ

板
いた

によって構成されます。銜は長さ約

８cm で中央にて繋ぐ形ですが片方が欠けてお

り、引手は長さ約 12cm、楕円形の鏡板は長径

6.5cm です。K-1 号墳から出土したものは二
に

連
れん

小
しょう

環
かん

銜
はみ

と立
たち

聞
ぎき

が付いた素
そ

環
かん

鏡
かがみ

板
いた

付
つき

轡
くつわ

だと考

えられ、時期に関しては引手・銜に直接銜が取

り付いていることから６世紀後半以降のものと

想定されます。全国的にこの形態の轡は多数確

認されており、当時では主流な形態であったと

考えられます。（田中） 
 

耳飾りである耳
じ

環
かん

は６世紀の横穴式石室墳にお

いて、副葬品としてよく見られます。長久保古墳

では、K-1・10・15・19・22・25・27b・28・31・

33・34・38・40号墳から耳環が出土しました。そ

のなかで、長久保 22・28・31号墳からそれぞれ 6

点出土し、これらは長久保古墳群の中で最も多く

の耳環が出土した古墳です。耳環は直径約２cm～

３cmで、材質は鍍金銅芯または銀鍍銅芯です。 

15号墳からは、勾玉９点が出土しました。その

うち７点はメノウ製で（写真 17）、長さは 2.5cm

～3cmを測ります。残りの２点は、それぞれ蛇紋岩

とヒスイ製です。27b号墳からは、水晶製切子玉が

１点出土しました。また、10号墳・15 号墳からは

管玉・ガラス臼玉・滑石製臼玉・ヒスイ丸玉・お

よび４点のガラス製小玉が出土しました。これら

の玉類と６点の耳環は、榛東村耳飾り館で展示さ

れています。（趙） 
 

装 身 具  

写真 15  長久保 K-1 号墳出土轡 

写真 16  長久保 31号墳出土耳環 

馬 具  

写真 17  長久保古墳群出土玉類 
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石室の形態や須恵器の分析から長久保古墳群は、６世紀末から７世紀にいとなまれた

古墳群であることが明らかになりました。円筒埴輪が樹立されていた 36 号墳(前方後円

墳：38ｍ)は、６世紀末に築造された 31 号墳(前方後円墳：51ｍ)に先行するとみられ、

他にも須恵器から６世紀後半にさかのぼる可能性のある古墳もありますが、さらなる検

討が必要です。 

長久保古墳群の北側約 1.5 ㎞には、利根川流域最奥の前方後円墳である吉岡町大藪城

山古墳(前方後円墳：47ｍ)があります(図４)。埴輪を有しており、盛土下には Hr-FP が

検出されていることから、６世紀後半以降の築造とみられます。古墳群の南側約 1.4km

に所在する高崎市金古愛宕山古墳を含めて、榛名山東麓には高塚古墳(前方後円墳：60

ｍ)の築造を契機として 50ｍ前後の前方後円墳と横穴式石室を有する小古墳が群集する

ようになるのです。 

長久保古墳群のほとりを流れる八幡川を 3.5 ㎞ほど下った場所には東国屈指の古墳群

である前橋市の総社古墳群が展開しています。５世紀後半に築造された総社遠見山古墳

(前方後円墳：70ｍ)を口火に、６世紀初頭には王山古墳(前方後円墳：76ｍ)、６世紀末

には総社二子山古墳(前方後円墳：90ｍ)が築かれます。群馬県(上毛野)ではこの時期以

降、前方後円墳は造られなくなり、他の古墳群では大きな古墳の築造は続かないのです

が、総社古墳群は例外です。７世紀にはいっても総社愛宕山古墳(一辺 56ｍ)、宝塔山古

墳(一辺 60ｍ)、蛇穴山古墳(一辺 40ｍ)といった巨大な方墳が継続して造られます。長

久保 31 号墳と総社二子山前方部の横穴式石室の類似していることから、両者の被葬者

には密接な関係があったと考えられるので、７世紀に継続する長久保古墳群の被葬者た

ちも、上毛野の頂点に君臨した総社古墳群の政治勢力と結びつき、その勢力の一翼を担

っていたのではないでしょうか。長久保古墳群のさらなる検討によって、その具体像の

解明が期待できます。（寺前） 
 

長久保古墳群からみた東国の古墳時代社会 

 

 

図 4  長久保古墳群と総社古墳群 
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写真で見る長久保古墳群
　今回の調査では、昭和 51 年から 53 年に

かけて行われた発掘調査で撮影された写真

が、数多く残されていることがわかりまし

た。これを受け、リバーサルフィルムのデ

ジタル化作業を行いました。ここでは、こ

れらの写真の中から一部を紹介し、発掘当

時の長久保古墳群を感じていただければと

思います。

7.長久保 10 号墳　横穴式石室側壁6. 長久保 10 号墳　天井石

5. 長久保 4号墳　横穴式石室開口部4. 長久保 3号墳　横穴式石室開口部から奥壁

3. 長久保 3号墳　遠景2. 長久保 K-1 号墳　墳丘断面写真

1. 長久保 K-1 号墳　墳丘・横穴式石室
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15. 長久保 31 号墳　横穴式石室14. 長久保 25 号墳　遠景

13. 長久保 22 号墳　横穴式石室12. 長久保 21 号墳　須恵器平瓶出土状況

11. 長久保 21 号墳　土器出土状況10. 長久保 15 号墳　柄頭出土状況

9. 長久保 15 号墳　勾玉出土状況8. 長久保 14 号墳　鉄釘出土状況
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23. 長久保古墳群からみた榛名山22. 作業風景

20. 長久保 36 号墳　くびれ部葺石検出状況 21. 長久保 36 号墳　埴輪出土状況

19. 長久保 34 号墳　須恵器出土状況18. 長久保 31 号墳　鉄刀出土状況

17. 長久保 31 号墳　くびれ部葺石検出状況16. 長久保 31 号墳　遠景 (前方部から )
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